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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は、PartIとPartⅡからなり、変換群論の分類に関する２つの話題を考察している。PartIの目的は、
余次元１の軌道をもつコンパクトリー群作用の分類である。コンパクトリー群作用の分類は、変換群論の基本
的な問題であるが、ある適当な条件を課さないと手が届かない。余次元０の軌道をもつ場合は、等質空間の分
類に他ならず、これに関しては十分な研究がある。次の場合として余次元１の軌道をもつ場合の分類が自然な
問題として考えられるが、この場合も、作用される空間を限定しないと問題は頗る難しくなる。作用される空
間が複素射影空間の場合は、内田伏一氏が分類を完成している。複素射影空間の次に位置すると思われる空間
として、複素射影空間内の複素２次曲面があり、Part Iでは、この曲面と同じコホモロジー型をもった空間の
場合に、余次元１軌道をもつ作用の分類を完成している。面白いことに、例外的な作用が２つ現れ、作用され
ている空間が複素２次曲面とは位相的に異なる場合がある。 
PartⅡでは、ハイパート リック多様体とグラフとの関係に注目している。ハイパートーリック多様体の同
 －210－
 －211－
変コホモロジーは、対応するグラフから組合せ論的に記述できるという事実がある。PartⅡの目的は、この幾
何と組合せ論を結ぶ面白い事実をトポロジーの観点から拡張することである。ハイパートーリック多様体はト
ーリック多様体の四元数版と言えるものだが、四元数射影空間やトーリック多様体の余接束はハイパートーリ
ック多様体とならない。トポロジーの立場からすると、これらも含んだあるクラスを考えるべきで、それらに
対応するグラフもよい研究対象となるクラスと思われる。PartⅡでは、トポロジーの立場からは、どのような
グラフを考えるべきかを提唱し、あるクラスのグラフに対しては、その同変コホモロジーが組合せ論的に完全
に記述できることを示している。 
以上、本論文は、ある条件下ではあるが、変換群の分類という中心的な問題を解決し、また、ハイパートー
リック多様体とグラフの対応をトポロジーの立場から拡張するという、興味深い内容を提示している。よって、
博士（理学）を授与するに値すると判断した。 
 
